
第51回「ごはん・お米とわたし」

作文・図画コンクール

実施要領

令和8年6月

宮城県農業協同組合中央会



第51回「ごはん・お米とわたし」作文・図画コンクール募集要領

【課題】（作文・図画両部門共通）

毎口のごはんでおいしかったことや家族とのコミュニケ

—ション、お米・ごはん食に関しての思い出や考えたこ

となどを素直な気持ちで自由に表現して下さい：

【応募資格】

小学校および中学校に在籍する児童・牛徒，

特別支援学校の小学部、中学部に在籍する児童・生徒:,

【応募規格】（枚数・人きさ）

・作文部門

1部小学校1年生~3年生

(400字詰め原稿用紙2枚以内、またはマス目の

大きい原稿用紙で800字以内）

2部小学校4年生~6年生

(400字詰め原稿用紙3枚以内）

3部中学校1年生年生

(100字詰め原稿用紙1枚以内）

・図画部門

1部小学校1年生~3年生

2部小学校4年生~6年生

3部巾学校1年生~3年生

B3判（364X515ミリ）、もしくは四つ切り(380X540 ;

リ）の市販画用紙を使用。画材は特に制限しません:

(注）地域によって多少サイズは異なります。

【応募規則】

  (1) 作品には、1点ごとに記入した応募票（9ヘ-シ'')をつ

けてください。作文は最後のベージの裏而、図画も裏

 面中央にはりつけてください:.（8 α-シ"参照）

  (2) 作文用紙1枚目の1行FIに作品の題名、2行FIに学

校名、学年、氏名、3行目から本文を書き出してく

ださい（学校名、学年、氏名が3行になる場合は4

行目から本文を書き出してください）

  (3) 作文は本人による直筆を原則とし、ハソコンなどに

より作成した原稿は応募不可とLます。

ただし、視覚・手に障苦のある児童・生徒について

は、その旨を特記事項として応募票の欄外に記述し

た場合のみ、パゾコンなどで作成した原稿の応募を

認めます,.

  (4) 作文・図画とも課題にそった作品を対象とします-

  (5) 応募は本人の未発表でオリジナルの作品に限りま

す。また、他のコンテストに応募していない作品に

限ります,:，

他人の写真や作品を模写・模倣したものは応募できま

せん、著作権、商標権、肖像権など、他者の権利を侵

害する作品は応募できません:盗作や不適切な引用が

あった場合、審査対象外とします。

  (6) ひとりで1部門に2点以上の応募はできません。

  (7) 合作は応募できません。

  (8) 図画作品でスローガンや文字を入れたポスター的なも

〇や台紙に貼ったものは応募できません。

※審査基準の詳細は4、5。、-ゾ参照

  (9) 学校で応募の際は、別添の推薦名簿（7へ-シ"）を必

ず添付してください。

  (10) 出品者への作品の返却は行いません。

ただし、県優秀賞作品については、全国審査会の後，

学校を通じて返却します.C令和9年2月予定）

  (11) 作品を応募することによって、応募作品をJAグルー

ブ（後援協賛団体を含む）の広報活動および諸事業

活動のために利用することに予め承諾したものとし

ます。その際、作文の部分的な抜き出しや、図画の

サイズの変更・トリミングなど・部改変させていた

だく場合があります:印刷等の都合上、実際の作品

と色が多少異なる場合力5ございます:

  (12) 記人いただいた個人情報は、人賞通知・発表や表彰

式などのほか、県名、学校名、学年、氏名等の一部

情報についてはブレスリリース等のメディアへの発

表、JAグルーブ（後援協賛団体を含む）の広報媒体

(入賞作品集やホームページ等）への露出や作品展

示などの広報活動および諸事業活動で公表・使用す

ることがあります、上記および、法令等により開示

を求められた堤合を除き、承5若なくコンクール関係

者以外の第三者に個人情報を提供することはありま

せん。

  (13) 作品を応募することによつて、上記の個人情報の使

用に承諾したものとします.

  (14) 入賞通知後でも、当該入賞作品がすでに発表済みや

オリジナルでない作品と判明した場合、応募規則へ

の違反や、虚偽の報告が判明した場合は受賞を取り

消します

  (15) 作品送付締切日

令和S年9月11日（金）必着

  (16) 送付先

〒981-3132仙台市青葉区上杉1-2-16 ,1 Aビル12階

㈱全農ビジネスサポート東北支店内

「作文・図画コンクール」係

Tel. 022-398-7205

980-0011



【審査員】（予定）

[審査委員長]

宮城県仙台教育事務所

◊作文部門

口本農業新聞東口本統括支所東北支所

家の光協会

宮城県農業協同組合中央会

◊図画部門

宮城県仙台教育車務所

農林中央金庫仙台支店

全国農業協同組&\連合会宮城県本部

全国共済農業協同組合連合会宮城県本部

口本農業新聞東口本統括支所東北支所

家の光協会

宮城県農業協同組合中央会

【賞】（予定）

久優秀賞〉

作文部門各部ごとに3名（計9名）

図画部門各部ごとに3名（計9名）

賞状と副賞（記念品）を贈るとともに

全国コンクール審査へ応募します，:

<優良賞>

作文・図画部門必要に応じ若干名

【入賞発表】（予定）

令和8年10月28日（水） J A宛通知

(日本農業新聞県内版にも掲載予定）

【主催】

・主催

各農*協同組合

宮城県農業協同組合中央会

全国農業協同組合中央会

【審査日程】（予定）

令和8年10月22日（木)
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【提出・添付資料】

作品の応募にあたっては、次のものを作成し提出してください：（様式別添をコビーして使用

してください..,）

・応募者一覧表

6頁（記載例）、7頁（提出用）

・個人作品貼付用応募票

8頁（記載例・添付見本）、9頁（印刷用）

【問合せ先】

お問い含わせは、下記のJA (農業協同組含）又はJ A宮城中央会「作文・図画コンクール」

係（Tk: 022 - 264 -8245)にご連絡下さい，※作品送付先と異なりますのでご注意ください,

< .1 A問い合わせ先ゝ

J A名 担当部署名
電話番号

(TEL)

郵便番号

(〒）
  住所

  ,1 A仙台営農企画課 022 (357) 01% 9S3-0S21 仙台巾宮城野区岩切字昭和束112番地3

.1 Aみやぎ仙南 組織広報課 0224(55)1265 9S9-1622 柴田郡柴m町西船迫一丁 a1()番地の3

  JA古川組織広報課 0229 (87)8051 989-6266 大崎十一古)（1富畏字五右エ門6番2号

J A加美よっば総務人事課 0229(66)1222 981-4122 加美郡色麻町四竈字狐木町14番地の1

J A新みやぎ組織広報課 0228 (25)9031 987-2233 栗原市築館字照越大ケ原43番地1

J Aみやぎ登米    総務課 0220(23)8011 9S7-0601 登米市中田町石森字駒牽265番地の1

.1 Aいしのまき 営農<P-画課 0225(22)1183 986-0815 石卷市中里五丁 B1番12号

【作品送付先】

作品の送付は、「J A管内一覧表」を参考に、学校にて①「応募票」の記入、②「応募票」

を作品へ添付の上、下記の「作文・図画コンクール」係宛に送付して下さい,：

各J Aでの取りまとめは行いません。

送料は送り主様にてご負担くださいますようお願いします。

〒98卜3132仙台市青葉区上杉1-2-16 J Aビル宮城12階

㈱全農ビジネスサボート東北支店内

「作文・図画コンクール」係

Tfi. 022-398-7205

※送付にて応募いただきますようお願いいたします。（紛失防止の観点から各J A、J Aビル

宮城への持参はご遠慮いただきますよう重ねてお願いいたします。）

※なお、本要領等については、J A宮城中央会のホームベージに掲載していますので、ご覧

下さい。
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本コンクールの審査基準は以下の通リです。応募の際にはご留意ください。

作文部門審査基準

“上手な作文”よりも下記の点で“よい作文”を評価する,。

  1. 課題に沿った作品であること。

  2. ごはん・お米に関わる事柄や問題点を、年齢相応に正しく理解しており、

かつ、年齢相応の言葉で表現していること（子どもはよく難しい言葉を使い

たがるが、年齢に馴染まないものは、好ましくない）,，

3 .問題のとらえ方や、考え方が素直であり、かつ自分の意見・感想を率直に

述べていること。

4.自分の生活経験がにじみ出ていること（抽象的、一般的なことのみに終始

するものは好ましくなし、）。

  5 .作品全体に希望や明るさが感じられること。

  6 .規定の枚数であること。

7.誤字、脱字がなく、その他の表記（かぎかっこや句読点など）も正確である

こと（誤字、脱字、添削跡などについては減点の対象になります。必要に応

じて、本人に差し戻し、清書させてください）。

  8 .作文用紙は1枚目の1行目に作品の題名、2行目に学校名、学年、氏名、3

行目から本文を書き出す（学校名、学年、氏名が3行になる場合は4行目か

ら本文を書き出す)。

  9 .道路交通関連法規などへの違反が疑われるもの

(例.トラクターの乗車定員オーバー（2人乗り）についての記載など）
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図画部門審査基準

<主題のとらえ方について>

  1. 子どもらしい発想を尊重する。子どもは時流に敏感なので、のびのびした

明るく楽しいアイデアがあるものがよい。

  2. 理解させるためディスカッションすること。

3 .宿題的な押しつけで描かせないこと。

<基準について>

(次のようなものは審査の対象外になります）

  I. ごはん及びお米を主題としていないもの。

  2 .スローガンや文字を入れたボスター的なものc

  3 .おとぎ話や童話をモチーフにしたもの。

  4 .漫画やアニメなどのキヤラクターを挿入したもの。

5.おむすびやお米に顔や手・足の出ているもの（擬人化したもの）、

および実在しないもの（空想やファンタジー性のあるもの）。

  6 .石、木片などを貼りつけたもの。

  7 .紙の寸法が極端に大きかったり小さいもの。

  8 .紙がボール紙のように厚かったり、半紙のように薄いもの。

  9 .台紙に貼っ '<応募したものc

10. メーカー名や企業名、ロゴマークなどを使用したもの、

および宣伝になる恐れがあるもの。

  II. パソコンなどでデジタル的に描かれたもの。

ただし、キャンバスボードに油絵で描いたもの、あるいは石版画、シルクス

クリーン、木版、スクラッチボードなどを利用したものは基準内として審査対

象とします。

また、いわゆる「切り絵」や「貼り絵」についても審査対象とします。

12.道路交通関連法規などへの違反が疑われるもの

(例.トラクターの乗車定員オーバー（2人乗り）、乗車装置でない荷台に乗った

姿が描かれたものなど）
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応募者 覧表（記載例)

学校名〇〇̂>ー・町立.村立.県立・国立・私立.その他〇aV)中学校

学校電話番号（0 2 2— 12 3 — 4 5 6 7) 担当教論名（御飯太朗）

扱いJA名（〇〇農業協同組合）

※J A名はPIOW「J A管内一覧表」を参照

作文部門 学年   氏名 図画部円 学年   氏名

1

作文1部 1年 宮城一郎

1

図画1部 1年 宮城花子

2

作文1部 2年 宮城二郎
2

図画1部 3年 宮城松子

3

作文1部 3年 宮城三郎

3

図¢12部 4年 宮城竹子

4

作文2部 4年 宮城四郎

4

図画2部 6年 宮城梅子

5

作文2部 ・5年 宮城五郎

5

6

作文2部 6年 宮城六郎

6

7 7

8 8

9 9

10 10

11 11

12 12

13 13

14 14

15 15

16 16

17 17

18 18

19 19

20 20

21 21

22 22

一覧表、応募票データはJ A宮城中央会のHP (http://www.ja-mg.or.jp/)にも掲載しています。
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(提出用) 応募者 覧表

   学校名市立.町立・村立.県立・国立・私立・その他小・中学校

   学校電話番号（ーー）担当教諭名（）

  扱いJA名（農業協同組合）

※JA名はP10の「J A管内一覧表」を参照

作文部門 学年   氏名 図画部門 学年   氏名

1 1

2 2

3 3

4 4

5 5

6 6

7 7

8 S

9 9

10 10

11 11

12 12

13 13

14 14

15 15

16 16

17 17

18 18

19 19

20 20

21 21

22 22
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  個人作品貼付用応募票I記入しないこと

作品番号

都道府県コード    作品番号し部門

04 eg>・図画

フリガナ(※） 才八'アチヤントオコメ

作品の題名 おばあちゃんとお米

フリガナ ミヤギ タロウ 性別

氏名   宮城   太郎 〇 -女
フリガナ 〇〇シリツ〇〇小学校 学年

学校名 〇〇市立〇〇小学校   1年1組

学校所在地 〇〇市〇〇1丁目〇〇番地

電話番号 123-456-7890

当該JA     J A 〇〇

(注）必要事項を記入の上、作文は最後のページ裏面中央.図画は作品裏面中央に、

下図”のりしろ"部分のみ貼付（のり付け）してください。

(太い枠で囲まれた部分は必ずご記入 ください）

(※）「当該JAI名を必ず記入踊います。JA名はP10「JA管内一覧表Iを参照ください。

[貼付見本] 裏面
(作文は最後のページの裏面)

一¢>.一y一bs,

応募票

※本コンクールの作品応募に際して提供された個人情報は、承諾な く第三者に提供しません。ただし、入

賞者については入賞発表や表彰式などのほか、主催者等の広報媒体（入賞作品集やホームページ、み
やぎ米カレンダー等）への露出や作品展示などの広報活動および諸事業活動で公表や使用することが
あります。
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個人作品貼付用応募票

作品番号

都道府県コード 作品番号 部門

04 作文・図画

フリガナ

作品の題名

フリガナ 性別

氏名 男・女

フリガナ 学年

学校名 学校   年組

学校所在地

電話番号

当該JA

個人作品貼付用応募票

作品番号

都道府県コード 作品番号 部門

04 作文・図画

フリガナ

作品の題名

フリガナ 性別

氏名 男 ・ 女

フリガナ 学年

学校名 学校   年組

学校所在地

電話番号

当該JA
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JA管内一覧表

応募票の当該JA欄にJA名を記入して下さい

・仙台農業協同組合（JA仙台）

仙台市、塩竃市、岩沼市、名取市、多賀城市、亘理町、山元町、松島町、七ヶ浜町、

利府町

♦みやぎ仙南農業協同組合（JAみやぎ仙南）

白石市、角田市、蔵王町、七ヶ宿町、大河原町、村田町、柴田町、川崎町、丸森町

♦古川農業協同組合（JA古川）

大崎市古川・三本木・伊場野

♦加美よっば農業協同組合（JA加美よっば）

加美町、色麻町

♦新みやぎ農業協同組合（JA新みやぎ）

栗原市、気仙沼市、南三陸町、登米市津山町、富谷市、大和町、大郷町、大衡村、大崎市

岩出山・鳴子温泉・鹿島台・松山・田尻、美里町、涌谷町

♦みやぎ登米農業協同組合（JAみやぎ登米）

登米市（津山町を除く）

♦いしのまき農業協同組合（JAいしのまき）

石巻市、東松島市、女川町
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[添付資料]

第5 0回「ごはん・お米とわたし」

作文・図画コンクール

宮城県優秀賞作品

令和8年6月
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第5 0回「ごはん・お米とわたし」作文・図画コンクール宮城県審査会

作文部門審査結果

【1部（小学校1年~3年)】

学年 氏名 学校名 題名 J A

1年   上村武生南三陸町立志津川小 ぼくとおじさんとごはん J A新みやぎ

2年   千葉暁翔 石卷市立稲井小 ごはんのあるしよくたく J Aいしのまき

3年
   '+! 一じ,'1 i'ゾくぃっ

内海姫菜乃 加美町立東小野田小 わたしとごはん J A加美よっば

【2部（小学校4年~6年)】

学年 氏名 学校名 題名 J A

4年菅原’t子 気仙沼市立大谷小 おばあちやんの自まんの新米 J A新みやぎ

5年   米一谷歌'B 石卷市立稲井小 わたしの「いただきます」 J Aいしのまき

6年  千葉友葵 栗原市立瀬峰小 努力の実り J A新みやぎ

【3部（中学校1年~3年)】

学年 氏名 学校名 題名 J A

1年   阿部天寧 石巻市立石巻中 米作り J Aいしのまき

2年福原菜々子 石巻市立石巻中 おじいちやんのお米 J Aいしのまき

3年  石河優寿 石卷市立石卷中 生活の中心 J Aいしのまき

※個人情報につき取り扱い注意願います。
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第5 0回「ごはん・お米とわたし」作文・図画コンクール宮城県審査会

図画部門審査結果

【1部（小学校1年~3年)】

学年 氏名 学校名 題名 J A

1年 佐々木結唯 大崎市立松山小
イモ掘りのあとの

おにぎりと豚汁
J A新みやぎ

2年
   二/、1.'> レ)，…丈

  今野結真 栗原市立若柳小 白米大好き J A新みやぎ

3年 > ;W? t n 仙台市立吉成小
みて！

大好きなおにぎり弁当
,T A仙台

【2部（小学校4年~6年)】

学年 氏名 学校名 題名 J A

4年武藤かりん 色麻町立色麻学園 おすし大好き J A加美よっば

5年  皿貝渚翔 栗原市立若柳小 大好きなたまごかけご飯 J A新みやぎ

6年佐々木愛翔 栗原市立瀬峰小 栗駒山と田植えの風景 J A新みやぎ

【3部（中学校1年~3年)】

学年 氏名 学校名 題名 J A

1年栓藤 ¢太富谷市立東向陽台中 ほかほかてんこもり J A新みやぎ

2年丸子健太朗 富谷市立東向陽台中 いつまでも食べたい J A新みやぎ

3年   岩間愛瑠 大衡村立大衡中 おいしく育て J A新みやぎ

※個人情報につき取り扱い注意願います。
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  イモ掘りのあとのおにぎりと豚汁白米大好き

  大崎市立松山小学校1年佐々木結唯栗原巾AL若柳小宇校2年今野結真

おすし大好き

色麻町立色麻学園 4年武藤かりん
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大好きなたまごかけご飯

栗原市立若柳小学校 5年皿貝渚翔

いつまでも食べたい

富谷市立東向陽台中学校 2年丸子健太朗

ほかほかてんこもり

富谷市立東向陽台中学校1年佐藤 康太

全国審査会

文部科学大臣賞受賞

おいしく育て

大衡村立大衡中学校 3年岩間愛瑠
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